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 プラトンの対話編の間に、彼の思想的発

展の跡が見られるか否かということは、悩

ましい問題である。研究者たちはひとまず、

各対話編を、執筆年代に沿って或る順番に

並べることができるという点では同意する。

だがその順と平行して、プラトンの考え方

が発展していった形跡があるかというと、

「ある」と答える発展的（developmental）

解釈の派閥と、「ない」と答える統一的

（unitarian）解釈の派閥とに分かれてしまっ

ている。 

本書は、このうちの発展的解釈の派閥を

擁護する目的で書かれた、プラトン哲学の

研究書である。本書は、中期の対話編以降

で見られるプラトンのいわゆるイデア論が、

初期の対話編で行われていた或る作業の発

展した成果として導入されたと主張する。

その作業とは、大雑把に言えば、人々が用

いる一部の言葉の意味を定義
．．

するという作

業であったとされる。 

本書の主張は、具体的には次の①～④の

説明をもとに行われる。①初期の対話編は、

それぞれが一個の実践的な問題に関わる問

いを立て、その問いに答えることを主題に

していた。②それに答えるためには、個々

の問いで中心的に用いられている言葉の意

味を定義しておくということが必要とされ

た。③そうした定義には、まず或る三つの

条件を満たすことが要求された。④中期に

登場したイデア論において、イデアは単な

る定義とは異なったものだが、同時にまた、

先の三つの条件を満たすものでもある。 

本書は、導入部（一章）以降の主要部を、

扱う対話編の時期ごとに区分している。比

較的初期の対話編をまとめて扱う、長大な

第一部（二～八章）では、上の①～③の説

明が試みられる。対照的に短い第二部（九

章）は、過渡的な時期に分類される『メノ

ン』一編に充てられ、この対話編の繊細な

特徴の分析に費やされる。そして中期対話

編を扱う第三部では、『パイドン』と『饗宴』

を考察範囲として、いよいよ④の説明が試

みられる（十～十四章）。以下では、各部の

内容をもう少し詳しく見ることにしよう。 

第一部で本書は、初期の対話編で、言葉

の意味の定義という作業が必要視された過

程と、その作業の特色を説明する。 

本書によれば、初期の対話編はいずれも、

例えば「勇気」（in『ラケス』）のような言

葉を用いて、「○○のような訓練は兵士をよ

り勇気あるものにするだろうか？」といっ

た実践的な性格の問いを立て、それに答え

るということを主題としていた。しかし、

そのためにはまず「勇気とは何か？」とい

った問いへの答えを確定しておくことが必

要とされた。本書は、「勇気」のような言葉

について、この「～とは何か？」の答えを
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確定する作業を、その言葉の意味を定義す

る作業として理解する。そのうえで初期の

対話編では、先の実践的な問いに答えるた

めに、この種の定義という作業が必要視さ

れていたのだと説明する（二章）。 

本書が反対する統一的解釈の支持者は、

イデア論が、初期の対話編で既に導入され

ていたと主張する。そうする根拠は、初期

からしばしば「正しさのようなものがある
．．

」

（in『プロタゴラス』）といった、一部の言

葉に関する或る種の存在承認が見られるこ

とにある。だが本書は、こうした承認は各

場面で定義すべきトピックが何かを決める

ものに過ぎず、イデア論が導入されている

と見なす根拠にはならないと批判する（三

章）。 

本書は、初期の対話編では定義に三つの

条件が要求されていたと論じ、それぞれの

要求の特徴と、相互連関の問題を論じる。

要求の一つめは、「置換可能性の要求」

（Substitutivity Requirement）――言葉の意

味の定義とは、或る文にその言葉が登場す

る際に、登場するその言葉をどれだけ定義

で置き換えても元の文の真理値が保存され

る働きを持たなければならない。二つめは

「範型の要求」（Paradigm Requirement）―

―言葉の定義とは、或るものがその言葉を

名前として当てはめられる事例であるか否

かを決める、範型としての働きを持たなけ

ればならない。三つめは「説明の要求」

（Explanatory Requirement）――言葉の意味

の定義とは、或るものがその言葉を当ては

められる事例である理由を説明する働きを

持たなければならない（四～六章）。また本

書は、特に範型の要求と説明の要求につい

ては内容上の強い結びつきがあるとしたう

えで、初期の対話編では時折、これら二つ

が融合する形で、因果の「転送説」

（Transmission Theory）という理論が導入さ

れていたと補足する。第三部で本書は、こ

の「転送説」に関しても、後のイデア論は

その発展形を含んでいると説明することに

なる。ただし本書によれば、この理論自体

はまだイデア論の存在を含意しない。その

ことは、イデア論の批判者であるアリスト

テレスでさえ「転送説」を支持していた例

や、イデアの「分有」等に関わる重要語句

の初期の用法の特徴などを見ることで、確

認される（七、八章）。 

 第二部で本書は『メノン』を扱い、この

対話編が持つ、初期から中期への過渡期的

な特徴を分析する。例えばそこでは、定義

に対する、さらなる「統一の要求」（Unity 

Requirement）が登場する。その要求によれ

ば、言葉の意味の定義とはその言葉に関し

て、或る統一的な「相」（form）の存在を保

証する働きを持たなければならない。具体

的に言えば、二つ以上のものがそれぞれ同

じ意味でその言葉を当てはめられる場合、

それらのものに対してその言葉が（いわば

「多に対する一」となる）或る同じ相を持

つようにしなければならない。このような

要求の登場は、後のイデア論へ近づく一ス

テップであると評価される（九章）。 
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 第三部で本書は、『パイドン』、『饗宴』と

いった中期の対話編を扱い、この時期に登

場したイデア論に対する、初期からの影響

を確認する。 

 はじめに本書は、『パイドン』序盤の、正

しさや善さそのものがある
．．

とする議論に着

目する。これらがある
．．

という発言自体は、

既に見たように単にトピックを確定するも

のとして、イデア論と関係なく理解できる。

だが『パイドン』のうちの周辺部ではさら

に、正しさや善さそのものは肉体的な知覚

を受け付けないという「知覚不可能性の理

論」（Imperceptibility Thesis）が導入されて

いる。本書はこの理論を、単なる定義とは

異なるものとしてイデアを特徴づけるもの

と解釈し、ここ『パイドン』の序盤に、イ

デア論誕生の一場面を見る（十章）。 

 以降の章では『パイドン』、『饗宴』の具

体的なテキストの読解と平行して、イデア

の主たる特徴の分析と、その特徴と定義の

作業との関連の考察が行われる。まず、『パ

イドン』中盤では、互いに等しいと感覚さ

れる日常的なものと「等しい」のイデアと

が、それらの等しさに関して同一でないと

する議論が登場する。これは前者が特定の

状況と相対的に「等しい」の事例であった

り（相反する）「等しくない」の事例であっ

たりするのに対して、後者つまりイデアが

「等しくない」の事例であることは決して

ないという議論に由来するとされる。本書

は、イデアと感覚対象を区別するこのよう

な議論を「相対性からの議論」（Argument 

from Relativity）と呼ぶ（十一章）。相対性

からの議論は『饗宴』にも見出され、こち

らでイデアは、行為なども含むより一般的

な意味での個別的事例全てから区別されて

いるとされる（十二章）。また『パイドン』

終盤では、初期の因果の「転送説」の発展

形として、いわゆるイデア原因論が登場す

る様子が説明される（十三章）。 

 相対性からの議論と原因論の二つを通し

て描かれるイデア論の分析にもとづき、本

書は、イデアが（単なる定義とは異なるも

のでありながら）初期の対話編の中で定義

に要求されていたような三条件を満たす性

格のものであると結論する（十四章）。イデ

ア論の導入は、言葉を或る仕方で定義する

という、初期の作業の発展の成果なのであ

る。 

 各部の紹介は、以上で十分であろう。 

 プラトン哲学の解釈書としての本書の性

格について、この他に、特筆すべき二点を

挙げたい。一点めは、対話編の議論構造の

分析を重視する本書の基本姿勢である。本

書の導入部の解説によれば、近年、プラト

ンの研究者たちは彼の思想的発展の問題と

別に、各対話編を劇作品として文学的に読

むか、論考として分析的に読むかというア

プローチの点でも態度を分けている。二つ

のアプローチは必ずしも対立するものでは

ないが、本書は対話編が特定の推論
．．

を提出

しているという点を強調し、分析的アプロ

ーチの重要性を積極的に押し出している。

しばしば曖昧な形で提出されるプラトンの
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議論に対して、論理的に明快なパラフレー

ズがふんだんに用いられるおかげで、テキ

ストの流れは追いやすくなっている。同様

のアプローチをとる研究は少なくないが、

本書ほど突き詰められている例は稀だろう。 

 特筆すべき二点めは、本書が、日常的な

感覚の対象とイデアとの区別に関して、ア

リストテレスによるプラトン解釈に由来す

る「流転からの議論」（Argument from Flux）

の存在を支持することである。流転からの

議論（以下、Ｆ議論）とは、諸物が常に様々

な変化を受け入れる一方で、イデアはそう

した変化を一切受け入れないとする議論で

ある。本書が中期のイデア論について認め

る相対性からの議論（以下、Ｒ議論）のよ

うなものは、研究者たちの間では、Ｆ議論

と必ずしも両立するとは見なされていない。

少なくとも、文字通りに見る限り、二つの

議論は別物である。だが本書は、そもそも、

Ｒ議論とＦ議論は同一視できるものだと主

張する。もしこの同一視が妥当であれば、

イデア論に関するＦ議論の存在は、確かに

帰結するだろう。それを考慮すると本書は

ここで、アリストテレスによるプラトン解

釈の意味とその妥当性を、一つの点で見直

す契機さえ与えていると言える。 

しかし以上の二点に関して、残された問

題もある。まず一点め。本書は、各所の細

かい議論については、多く明晰な解釈を提

出している。だが、全体として提示しよう

とする、初期から中期への発展的結びつき

という筋道は、打って変わってはっきりと

示されたようには見えなかった。例えば、

本書はその筋道を示すという目標から、時

に大きく脱線しているように思われた。特

に『メノン』や『パイドン』における想起

説や仮説的方法の理論等の、第二部以降で

の極めて詳細な取扱い（私はこれらを、先

の内容紹介から省いた）が、どうしてここ

まで必要だったのかは、不明である。 

問題の二点め。Ｒ議論とＦ議論の同一視

は、本書の内部では実際のところ、十分に

正当化されていないと思われる。例えば、

この点に関する導入部での説明は、Ｆ議論

を軸としたアリストテレスによるプラトン

解釈をどうすれば整合的に受け取れるかと

いう問題意識を既に帯びており、初めから

その解釈を――すなわちＦ議論の存在を―

―退けるようなオプションをあまり真剣に

考慮していないように見えた。他にも、現

にＲ議論が登場すると見られる一部のテキ

ストについて、Ｆ議論との連関が意識され

やすい――しかし語学的な問題から、従来

は必ずしも有力視されていない――ような

写本を、その点を特に弁護することもなく

採用するなど、いささか単純な対応を行っ

ていることには注意すべきである。 

とはいえこれらの問題は、本書の根幹を

傷つけるものではない。大雑把とはいえ以

上の紹介が正しければ、本書は、発展的解

釈の擁護と分析的アプローチの可能性の開

拓の両方で、一定の成果を収めたと言える。

初期から中期のプラトン哲学を研究する人

にとっては、精読に値する研究書だろう。 
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